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2016年4月24日（日）愛知池漕艇場	

　4月23日（土)・24（日）、愛

知池漕艇場で「中日本レガッ

タ」が開催された。大門さん

はひとりで漕ぐ“シングルス

カル”と、大分県選抜チーム

の“舵手付クォドルプル”の2

種目にエントリーしていて、

予選ではどちらも組トップで

決勝に進出していた。	

　応援のため24日に、全国

の中学生・高校生選手で賑

わう会場へと向かった。	

　日曜日のレースは、朝7時

30分の女子シングルスカル

準決勝から。大門さんは3組

めでスタートし、1000mの

レース早々から、ひとり飛び

出しぐいぐい進んで行く。	

　が、おや？だんだん2位の

選手との距離が近づいてき

た、と思ったらゴール地点で

逆転。疲れちゃったのかな、

と心配していたら「準決勝は

2位まで決勝に上がれるのと、

今日は4レースあるのとで、

疲れないようにしてるようで

す」と応援にいらしていた大

門さんのお父さんに教えて

いただいた。後ろ向きで漕ぐ

ボート競技は、追ってくる選

手との距離を測りながらレー

ス戦略を練れるらしい。なる

ほど！	

エントリーの2種目とも、予選を突破。	
「シングルスカル」準決勝は体力温存して2位、決勝進出へ 	
 	

	
シングルスカル準決勝で、あっとい
う間に後続と差を付ける大門さん。	

ゴール近くで逆転されて、びっくり。	
でも、後ろの選手を確認しながら、

体力温存作戦をとっていたようです	ゴール	



舵手付クォドルプル・チーム大分は、準決勝3位で決勝進出	

　クォドブルは大分選抜とし

ての参戦。メンバーの変化

はあるが、昨年は国体で優

勝しているチームだ。	

　準決勝に進んだ各チーム

がスタートして、大分チーム

は作戦通り（たぶん）3位とな

り決勝へ。大門さんのシング

ルスカルの決勝がほんの30

分後に行われるため、ある

程度余力を残したようだった。	

	

シングルスカル決勝で、堂々1位！おめでとうございます！	

舵をとる	
舵手が
ここに	

大門さん	

　この大会では、やはりシン

グルスカルでの勝利は欲し

いところ。本日の3戦目、5

コースを漕ぎだした大門さん

は、遠目でも他選手と差を

広げて行く。そのため、写真

を撮っていると視野に大門さ

んひとりしかいなくて、距離

感がわからなくなるほどだ。	

　 後まで差を保ったまま見

事に大門さんが優勝。おめ

でとうございます！「これで

アドレナリンが出て、クォド

ルプルもいいレースをする

はず」、とお父さん。	

ゴール
↓	

大門さん	



終4戦目クォドルプルでも優勝。おめでとうございます！	

卒業等によりメンバーの入れ替えも
あったとのことだが、団結力を魅せ
てくれたチーム大分のみなさん。	
帰宅に向けての、艇の解体も見事
なチームプレイでした（下写真の白

いウエアが大門さん）	

　シングルスカルのレースか

らおよそ1時間半後に、舵手

付クォドルプルの決勝戦がス

タートした。 初は横一列

だった艇の中から“チーム大

分”が抜けて、トップで水面を

進んで来た。	

　やった、大門さんダブル優

勝！ひとりでレースに参戦す

ることが多い大門さんにとっ

ても、嬉しい仲間との勝利。

おめでとうございます！	

フィニッシュライン	

大門さん	



「来月のドイツのジュニアレガッタではメダル、	
全日本軽量級選手権では2連覇を目指します！」	

始めに飛び出て、逃げ切るレース
展開ができました	
でも、決勝後は立ち上がれないくらい疲れました（笑）	

（上）チーム大分の皆さ
んと、大門さんを指導
する重田先生。	
「大門がけっこうチーム
仕切ってますよ」の言

葉どおり、表彰では「メ
ダルかじって写真撮
ろ！」の大門さんのひと

ことで、1〜3位の選手
たちが一斉に口元にメ

ダル＆ポーズ！（左）	
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結果　舵手付クォドルプル	
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千紗さんのサイン	


